
 

入船 4-37-14 
☎047-355-8526 
minamotonton@ 
jcom.home.ne.jp 

      

北栄 2-3-16-203 
☎047-354-9269 
m5mise@jcom. 

home.ne.jp 
 

              

                                        

      

 

検
定
教
科
書
を
使
っ
た
道
徳
教
育
が

小
学
校
で
は
す
で
に
今
年
度
か
ら
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。 

今
年
は
、
中
学
校
で
来
年
度
か
ら
使

用
す
る
道
徳
の
教
科
書
採
択
が
お
こ
な

わ
れ
ま
し
た
。 

日
本
共
産
党
は
９
月
議
会
の
一
般
質

問
で
、
教
科
書
採
択
会
議
の
公
開
を
求

め
ま
し
た
。 

  

 所属 職名等 氏名 

 

 

市

川

市 

市川市教育委員会 教育長 田中庸惠 

市川市教育委員会 教育委員 山元幸惠 

市川市教育委員会 指導課長 川又和也 

市川市公立学校長会 

連絡協議会 
会長 川元 洋 

市川市特別支援教育 

研究連盟 
副理事長 五十嵐祐子 

市川市ＰＴＡ連絡協議会 会長 立原充彦 

 

 

浦

安

市 

浦安市教育委員会 教育長 鈴木忠吉 

浦安市教育委員会 教育委員 舘 里枝 

浦安市教育委員会 指導課長 菅原 満 

浦安地区中学校長会 会長 手塚雅美 

浦安市特別支援教育 

研究連盟 
理事長 土田正義 

浦安市立小中学校ＰＴＡ 

連絡協議会 
会長 伊藤英樹 
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市
議
会
議
員 

美
勢
麻
里 

道
徳
の
検
定
教
科
書
は
こ
れ
ま
で
は

使
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
安
倍

政
権
の
下
で
戦
後
初
め
て
、「
道
徳
」
を

新
た
な
教
科
と
し
、
国
の
基
準
に
沿
っ
た

検
定
教
科
書
が
使
用
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。 

 

 
今年度の葛南西部採択地区協議会委員 

 

 

戦
後
の
義
務
教
育
で
は
、
戦
前
の
国
定

教
科
書
へ
の
反
省
か
ら
、
各
学
校
ご
と
に

教
師
の
話
し
合
い
で
決
定
す
る
自
由
な

採
択
制
度
で
し
た
が
、
１
９
６
３
年
以

来
、
教
科
書
無
償
と
引
き
換
え
に
、
検
定

に
合
格
し
た
教
科
書
の
中
か
ら
採
択
地

区
ご
と
に
同
一
の
教
科
書
を
選
ん
で
使

用
す
る
制
度
と
な
り
、
現
在
に
至
っ
て
い

ま
す
。 

 
 

 
 

ど
の
教
科
書
を
使
用
す
る
の
か
を
協

議
す
る
場
は
「
採
択
地
区
協
議
会
」
と
呼

ば
れ
、
浦
安
市
は
市
川
市
と
の
合
同
で
「 

葛
南
西
部
採
択
地
区
協
議
会
」
で
協
議

し
、
さ
ら
に
同
協
議
会
か
ら
上
が
っ
て
き

た
原
案
を
両
市
の
教
育
委
員
会
会
議
で

審
議
し
て
決
定
し
ま
す
。 

学
校
で
使
用
す
る
教
科
書
は
、
原
則
と

し
て
、
小
中
学
校
は
４
年
ご
と
に
決
定
し

ま
す
。
昨
年
度
は
小
学
校
の
道
徳
の
教
科

書
採
択
（
東
京
書
籍
）
、
今
年
度
は
小
学

校
の
道
徳
以
外
の
教
科
書
と
中
学
校
の

道
徳
の
教
科
書
（
学
研
教
育
み
ら
い
）
の

採
択
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

 

今年７月４日、子どもと教科書市川・浦安ネット２１の皆さんと

教育長に「教科書採択と教科書展示会に関する要望」を申し入れ

た党市議団 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

は
校
長
宛
て
に
通
知
を
行
っ
て
い
る
の

で
、
各
学
校
か
ら
保
護
者
あ
て
に
お
知
ら

せ
す
る
こ
と
は
可
能
」
な
ど
と
答
え
た
も

の
の
、
教
育
委
員
会
と
し
て
積
極
的
に
改

善
す
る
姿
勢
は
示
し
ま
せ
ん
で
し
た
。 
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教育総務部長 

採
択
協
議
会
と
並
行
し
て
、
両
市
で
教

科
書
の
見
本
が
展
示
さ
れ
ま
す
。
展
示
会

は
採
択
前
の
教
科
書
に
市
民
が
実
際
に

触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
場
所
で

す
。
教
科
書
発
行
法
に
基
づ
き
１４
日
間
開

催
さ
れ
る
法
定
展
示
会
は
本
市
の
場
合
、

６
月
１５
日
か
ら
７
月
１
日
ま
で
の
う
ち

１４
日
間
、
市
役
所
庁
舎
内
ロ
ビ
ー
で
行
わ

れ
ま
し
た
。 

見
本
の
教
科
書
は
市
役
所
庁
舎
内
の

他
、
富
岡
小
学
校
内
の
教
育
研
究
セ
ン
タ

ー
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
で
常
設
展
示
さ
れ
、

ま
た
、
中
央
図
書
館
内
で
も
申
し
出
に
よ

り
閲
覧
で
き
ま
す
。 

 
 

し
か
し
、
展
示
会
は
多
く
の
市
民
が
気

軽
に
参
加
で
き
る
よ
う
、
駅
近
く
の
公
共

施
設
の
活
用
や
、
仕
事
帰
り
に
行
け
る
よ

う
な
時
間
延
長
な
ど
、
改
善
が
必
要
で

す
。
市
川
市
は
法
定
展
示
会
と
は
別
に
夏

休
み
期
間
中
も
展
示
会
を
開
き
、
八
千
代

市
や
東
金
市
、
鴨
川
市
な
ど
で
は
１９
時
ま

で
展
示
さ
れ
ま
す
。 

さ
ら
に
、
展
示
会
の
案
内
通
知
を
各
保

護
者
向
け
に
も
行
う
べ
き
で
す
。 

こ
の
よ
う
な
日
本
共
産
党
の
指
摘
に

対
し
て
、
教
育
総
務
部
長
は
「
各
学
校
に

は 

  

 

教
科
書
展
示
会 

な
ぜ
、
そ
の
教
科
書
が
採

択
さ
れ
た
の
？ 

 

中
学
校
道
徳
教
科
書
は
８
社
、
３０
冊
の

教
科
書
が
文
科
省
検
定
を
合
格
し
、
公
表

さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
教

科
書
の
中
に
は
、
子
ど
も
の
心
を
特
定
の

方
向
に
誘
導
し
た
り
、
価
値
観
の
押
し
付

け
に
繋
が
っ
た
り
す
る
も
の
が
あ
り
ま

す
。
さ
ら
に
８
社
中
５
社
は
「
国
が
定
め

た
２２
の
徳
目
を
自
分
で
評
価
さ
せ
る
ペ

ー
ジ
を
設
け
て
い
ま
す
。
評
価
で
優
劣
を

つ
け
る
こ
と
は
、
強
引
に
一
つ
の
価
値
観

を
持
ち
込
み
、
子
ど
も
は
あ
り
の
ま
ま
の

自
分
を
出
さ
ず
、
仮
面
を
か
ぶ
っ
て
過
ご

す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
教
育

研
究
者
や
保
護
者
か
ら
心
配
の
声
が
上

が
っ
て
い
ま
す
。 

 

日
本
共
産
党
は
「
市
民
の
だ
れ
も
が
採

択
協
議
会
や
協
議
会
か
ら
上
が
っ
て
き

た
原
案
を
審
議
す
る
教
育
委
員
会
議
を

傍
聴
で
き
る
よ
う
す
べ
き
」
と
採
択
過
程

の
公
開
を
求
め
ま
し
た
。 

 

教
育
総
務
部
長
は
「
市
川
市
と
協
議
の

う
え
、
採
択
会
議
の
公
開
に
向
け
て
検
討

し
た
い
」
と
検
討
を
約
束
し
ま
し
た
。 

 

 

 

 

 

復興交付金を活用した液状化対策事業

について、市は弁天２丁目地区の事業中

止を今月５日に明らかにしました。 

理由は、いったんは工事に合意したも

のの、その後１６戸の地権者から合意取

り下げの意思表明がされ、残りの宅地で

の工事は技術的に困難であり、これ以上、

協力をお願いする時間は取れないという

ものです。 

事業は以下の３地区・４７１宅地で地

権者の合意が整い実施されることになっ

ていました。 

  舞浜３丁目:３９３宅地 

  弁天２丁目：４５宅地 

  東野３丁目：３３宅地 

ところが、舞浜３丁目地区で埋め立て

時に使用したドレーン材が機械に絡ま

り、地中壁の強度が確保されないことが

わかり、工事を一時中断。再度、地権者

と居住者に意向調査を実施し、工事継続

の希望割合が低くなったなどを理由に事

業の中止を決定。 

 

 

 

予定通りに工事が行われるのは東野３

丁目地区３３宅地のみとなりました。 

 

工事実施、東野地区のみ 

弁天２丁目も中止 
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